
☆ 消 防 団 員 の 募 集 

標津消防団では、新入団員の募集を常時行っております。 

興味が有る方、入団を希望される方は知り合いの消防団員に確認されるか、下記までお気軽にお問い合せ下さい。 

《消防団とは》 

消防本部や消防署と同様、消防組織法に基づき、それぞれの市町村に設置される消防機関です。 

常勤で消防業務に専念する消防職員に対し、消防団員は別の職業などに従事しながら、各種訓練や予防広報を行い、火災等の災害 

発生時には自宅や職場から駆け付けて現場活動を行い住民の安心と安全を守る重要な役割を担っています。 

また、女性の消防団への参加も増加しており、当町には、現在１０名在籍し火災予防広報などの分野において活躍しています。 

 

「自分たちの町は、自分たちが守る」という郷土愛の精神のもと、地域を知るあなただからこそ出来る事が 

あります。 

「募集範囲について」 所属分団は、居住及び勤務地区になります。 

    本団                                        団長１名・副団長３名 

本団 女性消防団員（標津町内）                            定員１０名 満 員  

☆標津消防団第１分団（標津・伊茶仁・忠類・茶志骨地区）（薫別・崎無異・浜古多糠地区）  定員４４名 若干名  

☆標津消防団第２分団（新・東西南北・古多糠地区）                    定員１８名 若干名  

標津消防団第３分団（川北・北標津地区）                        定員３８名 若干名  

 ※令和７年４月１日から、消防団員の定員を１４０名から１１５名に改めました。 

※令和６年４月１日から、薫別地区（２分団）は第１分団と統合し、４分団は２分団と名称を変更致しました。   

※人口減少等の要因から、消防団員の担い手が不足しております。 

  次項 



「入団要件について」 

     標津町に居住している方、または勤務地を有する方で、 年齢１８歳以上の志操堅固でかつ身体強健な方  

「報酬について」 

・年報酬 （国の基準である、地方交付税措置額の水準を支給） 毎年３月に支給されます。 

消防団員３６，５００円（階級により年報酬額は異なります。）  

（消防団員の階級は、上位から 団 長・副団長・分団長・副分団長・部 長・班 長・団 員）  

    ・出動手当 

      訓練、警戒、その他     ４，０００円  

       災害出動（５時間未満）  ５，０００円  

       災害出動（５時間以上）  ８，０００円  

「年間の活動について」 

    毎月 1回の定例訓練  

   総合訓練大会・火災予防等広報活動・出初め式  

１市４町による各種管内訓練大会  

などなど  

  「その他」 

消防団員には定年が有り、階級別に消防団長が７０歳・副団長が６８歳・分団長以下が６５歳で定年退団となります。 

なお、状況により定年の延長が認められております。（令和７年３月３１日改正） 

 

     

  

   

   ★標津消防団幹部の紹介 (次項) 



斉 藤  誠  団 長     

山 口 靖 浩 副団長     

梅 木 雅 則 副団長     

櫻 井 耕 平 副団長     

方波見 由 美 分団長  (女性消防団員） 

西 山 一 樹 分団長 （第 1分団 標津・薫別地区）   

佐 藤 和 博 分団長 （第 2分団 古多糠地区）    

工 藤 正 好 分団長  （第 3分団 川北・北標津地区） 

 

    

          問い合せ    標津町南１条西６丁目２番１号 根室北部消防事務組合 標津消防署 消防団係 ８２－２３１９ 

 

R7.4改 


